
    

 

 

 

 

 よくあるあるある話 

 保健室の掲示板に↓こんなポスター↓が貼ってありました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、ずいぶんと大きな画像で紹介しましたが、これはほんとに

良くある話で、学校生活の中でこのような場面・シチュエーショ

ンを経験したことのある子どもたちはたくさんいると思われます。 

実際、言う方になったり言われる方になったり、また本当に悪口

や陰口を言っていたり、実はそうでなかったり…と、すれ違いや

不必要な詮索を呼ぶことにもなりかねません。ポスターにあるコ

ソコソ話などは、勘違いからでも簡単にすれ違いを生み出します。 

そこに、子どもの話を聞いた大人が入って、話を聞いてあげたり気持ち

に寄り添ってあげることは大切です。しかし、最初は子どもを守るつも

りがいつの間にか話に入り込みすぎて、気が付けば大人が当事者か

それ以上になってしまっているというケースもしばしば見受けられます。 

毎日顔を合わせる子どもたちは、日々情報が更新されています。昨日

と今日の状況や心境すら変わっていることもあります。 

子どもたちが万が一そのような場面に遭遇した時、親のポジショ

ンとして横もしくは後方から問題解決のため‟過ぎず“のサポート

を心がけたいですね。（かくゆう私は、昔から子どもたちに『ややこしく

なるから絶対出て来んといて！』と重々釘を刺されています…(ﾉД`)ｼｸｼｸ）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の主な予定】 

８日（水）始業式 ９日（木）給食開始 ２１日（火）３年なわとび教室 

２２日（水）全校朝会 ３１日（金）合同あいさつ運動 入学説明会 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(11/30 現在) 86 98 99 112 118 89 602 

1 日            

2 月 個人懇談・作品展 （４０分授業） １３：００下校 

3 火 個人懇談・作品展 （４０分授業） 

4 水 ※教育研究会のため４０分授業 

5 木 個人懇談・作品展 （４０分授業） 

6 金 個人懇談（１～５年）・作品展（４０分授業） 小中交流会（６年）    SSW  

7 土  

8 日  

9 月 薬物乱用防止教室（６年） 

10 火 校外学習（２年） 阪急電鉄出前授業（６年）  

11 水 全校朝会 委員会⑤ 

12 木 誕生学（３年） 

13 金 SSW 

14 土  

15 日  

16 月  

17 火 学習発表会（２年） 

18 水 クラブ⑤                                  SSW・SC 

19 木  

20 金 合同あいさつ運動 

21 土  

22 日  

23 月 給食終了 短縮授業（１３：２０下校） 

24 火 終業式・大掃除 １２:２０下校 

25 水 冬季休業（～１/７） 

26 木    

27 金  

28 土  

29 日  

30 月 学校閉校日 

31 火 学校閉校日 

東丘小だより 
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１２月の行事予定 

いろいろな分野での活躍（頑張り💪） 

学校では、夏の理科作品や防火・平和ポスター、また読書感想文や

貯金箱などを作品展などに出品し、それが入選したり表彰された

りすることがあります。 

朝会などでは毎回『表彰されるために頑張ったのではないと思う

けれど、その取り組んだ成果が表彰されるのは素晴らしいことで

す。』と言う話をします。 

学校を離れたところでも、東丘の子どもたちが様々な分野で活躍

しているという報告が届くことがあります。 

『ピアノで全国大会に出場しました！』『そろばんで関西大会の上

位に入りました！』『吹奏楽団の一員としてコンサートに参加しま

した！』、また『サッカーで海外遠征に行きました！』『野球の大会

で優勝しました！』などなど、その活躍の場は多岐にわたります。 

表彰や大会出場ではなくても地道に努力を重ねていたり、始めた

ばかりでまだまだこれから！という人もたくさんいると思いま

す。目標に向かって努力する塾での勉強も、そのうちの一つかも

しれません。 

頑張ったから評価される、評価されるから頑張る、卵が先か鶏が

先かという感じですが、『頑張っている』ことはどちらも同じ。 

『頑張る・努力する』という経験は、たとえ成果として見えなくて

も、確実に自分のチカラになるものだと思います。 

日本のプロ野球や大リーグでもめざましい活躍と燦然と輝く大記

録を次々と打ち立てた鈴木イチロー選手の言葉に、「やっぱり、小

さなことを重ねることが、とんでもないところに行くただ一つの

道なんだなとというふうに感じています。」という名言がありま

す。「第三者の評価を意識した生き方はしたくありません、自分が

納得した生き方をしたいです。」ともあり、そのような思考をもっ

ているからこそ“孤高の存在”とされる所以なのだと思います。 

イチロー選手の言葉のチカラをもう少しお借りして、「ぼくは日米

通算３０００本安打を達成したけど、６０００回以上の失敗があ

ります。失敗からたくさんのことを学んで欲しい」という名言も

あります。野球は“３割打てば一流”といわれますが、逆に言うと

１０回に７回はアウトになっているということです。また、バス

ケットボールの神様と讃えられ、ナイキ製のシューズの名前にも

なっているマイケル・ジョーダン選手の言葉にも、「私はキャリア

を通じて 9000 回以上シュートを外し、300 試合に敗れ、決勝シ

ュートを任されて 26 回も外しています。人生で何度も何度も失

敗したからこそ、今の成功があるんです」という名言があります。 

日本の諺（ことわざ）でいうところの“失敗は成功のもと”でしょうか。 

記録達成やメダル獲得などの活躍はニュースになることも多いで

すが、その活躍の背景や過程ついても想像できる、そんな人であ

りたいですね。子どもたちにもそうあってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 


